
ほけんだより 
暑い日が多くなり、これから本格的な夏がやってきます。水泳学習も始まり、外での活動も多く

なってきます。これからの時期は熱中症予防のためにも、こまめな水分補給や汗の始末、規則正し

い生活リズムなどで夏を元気に過ごしてほしいと思います。 

 

夏の病気に注意!! 
感染症というと冬のイメージがあるかもしれませんが、冬だけでなく高温多湿である夏に流行し

やすいものもあります。手洗い・うがい、バランスの良い食事や睡眠など規則正しい生活を心がけ

ましょう。 

 

○咽頭結膜熱(プール熱)  プールでうつることの多い感染症です。 

高熱(３８度～４０度)、のどの痛みや腫れ、目の充血や目やになどの症状が見られます。 

○ヘルパンギーナ 

 ３９～４０度の高い熱が出るほか、のどの痛み、上あごの粘膜やのどの奥に水疱ができます。 

○手足口病 

３７～３８度の熱(発熱しない場合もあり)、手のひらや足の裏、肘、膝、おしりなどにも発疹が

現れます。 
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